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MI の KR 記 40⑩⑰⑩ 


取扱 説明 書 


ご 使用 前 に 必ず お 読み くだ さい 
この 度 は 、 フ ッ ト ・ バ ブ ライ ト MCR-4000 を お 買い 上 げ い た だ きま し て 、 誠 に あり が と う ご ざ いま し た 。 
この 取扱 説明 書 は 、 本 製品 使用 上 の 注意 及び 警告 事項 に つい て 詳し く 記載 し て いま す 。 本 製 
品 を ご 使用 に な る 前 に は 、 必 ず こ の 取扱 説明 書 を よく お 読み いた だ き 、 内 容 を 十分 理解 され た 上 、 
事故 が 起こ ら な いよ う 、 記 載 内 容 に し た が っ て 正しく お 使い くだ さい 。 また 、 お 読み に な っ た 後 も 、 
必要 な 時 に いつ で も 調べ られ る よう 、 す ぐに 取り 出せ る 場所 へ 大 切 に 保管 し て くだ さい 。 

@@ 改良 の た め 、 デ ザイ ン ・ 仕 様 を 一 部 変更 し て いる 場合 が あり ます 。 ご 了承 くだ さい 。 
人 @ 無 断 の 複製 は 固く 禁じ ます 。 


安全 の た め に 、 必 ず お 守り くだ さい 。 


取扱 説明 書 の 注意 及び 警告 内 容 は 、 危 険 の 度合 に よっ て 次 の 2 段階 に 分 け て いま す 。 
表記 され て いる 内 容 を よく 理解 し て いた だ き 、 取 扱 説明 書 に 従っ た 使用 法 で 点検 ・ 運 動 を 行っ て くだ さい 。 


人 A 芝 告 


記載 され て いる 内 容 を 守ら な けれ ば 、 死 亡 や 傷害 事故 記載 され て いる 内 容 を 守ら な けれ ば 、 け が や 製品 が 
が 生じ る 危険 の ある こと を 示し ます 。 破損 する 和 恐れ の ある こと を 示し ます 。 
・ 破 損し た まま で 使用 し ます と 、 傷 害 事故 の 原因 に な り ま す 。 


(0) 絶対 に お こ な わ な いで くだ さい 。 ⑮⑬ 分 解 を し な いで くだ さい 、。 


絵 表 示 の 意味 
欠 必ず 指示 に 従い 、 お こ な っ て くだ さい 、。 確認 を し て くだ さい 。 


本 書記 載 の 注意 及び 警告 事項 を 遵守 され ず に ご 使用 され て 生じ た いか な る 事故 に つき まし て も 、 弊 社 と し まし て は 、 
ー 切 の 責任 を 負い か ね ます の で ご 了承 くだ さい 。 

また 、 本 書記 載 の 注意 及び 警告 事項 に 該当 する と 思わ れる 場合 は 本 製品 の 組立 及び ご 使用 は せ ず 、 た だ ち に 
サー ビス セン ター へ お 問い 合わ せく だ さい 。 


また 、 難 ペー ジ に は 安全 に ご 使用 いた だ く た め の 注意 点 も 表記 し て お り ま す 。 よく お 読み いた だ き 、 書 か れ て いる 内 容 を 
十分 ご 理解 の 上 、 ご 使用 くだ さい 。 


* | 回 の ご 使用 で 連続 し て ら 0 分 以上 ご 使用 に 
な ら な いで くだ さい 。 や お を 得 ず 連続 使用 す 


る 場合 は 、 ス イッ チ を 「0] に 戻し 、 電 源 を 切っ 
た 状態 で る て 3 分 お いて か ら 使 用 し て くだ さい 。 


医師 の 治療 を 受け て いる 方 や 、 下 記 に 該当 
e 本 製品 は 一 般 家庭 用 ・ 定 マッ サー ジ 機 で す 。 する 方 は 、 必 ず 医 師 に 相談 の 上 、 そ の 指示 
絶対 に 業務 用 と し て 使用 し な いで くだ さい 。 に 従っ て くだ さい 。 
また 、 足 マッ サー ジ 以 外 の 目的 で は 使用 し ・ 心 臓 障害 や 悪性 腫瘍 の ある 方 
な いで くだ さい 。 妊娠 中 や 生理 中 の 方 


e 本 製品 は 1 人 用 で す 。 2 人 以上 で ご 使用 に な ら "皮膚 疾患 の ある 方 


に 6 0 ・ 知 覚 障害 の ある 方 
ぶ く だ さい 。 けが 恐れ が 内 、 
な いで くだ さい 。 けが や 事故 の 恐れ が あり ます . 足 に ケガ を し て いる 方 


@ 保護 者 の 方 は 子供 だ け で の 使用 や 、 本 製品 ・ 上 記 以 外 に 身体 に 異常 を 感じ て いる 方 
た 妥 MC0U SM の つ T 2G 粘 上 で だ また 、 使 用 中 ・ 使 用 後に 気分 が 悪く な っ た り 、 
さい 。 また 、 動 物 等 を お 近づけ に な ら な い 章夫 0 の D ら 本 の 
AE 異常 が み ら れ た 場合 は すぐ に ご 使用 を や め 、 
ペー ス メ ー カ ー・ 人 工 心肺 ・ 心 電 計 等 の 医 医師 に ご 相談 くだ さい 。 

PR My ⑪) e 身体 の 不 自由 な 方 は 、 必 ず 介 護 の 方 の 付き 
叫 な いで くだ さい 。 誤 SN - IN 
恐れ が あり ます 。 流し の 上 で 使用 し て くだ さ し o 


の 装 れ が あり ます 。 


眠気 が する 時 、 ま た 、 眠 りな が ら の 使用 は お ⑩ * 本 製品 は は 必ず 屋内 で ご 使用 くだ さい 。 
や めく だ さい 。 事故 を 引き 起こ す 恐 れ が あ 。 本 製品 は 必ず 水平 な 場所 で 使用 し て くだ さい 。 


り ま す 。 気泡 が 正しく 出 な いな ど 、 誤 作動 を まね く 
恐れ が あり ます 。 
e 日 本 国内 で 使用 し て くだ さい 。 


* ご 使用 の 際 に は 、 必 ず 、 振 動か ら 床 面 を 保護 
する 不燃 性 の マッ ト 等 を 敷い て くだ さい 。 
床 に 損傷 を 与え る 恐れ が あり ます 。 

e 本 製品 を テレ ビ や ラジ オ の 近く で ご 使用 さ 
れ ま す と 、 テ レビ の 画像 や ラジ オ の 音声 に 
ノイ ズ (雑音 ) が 入り ます 。 その 際 に は 、 テ レ 
ビ や ラジ オ 又 は それ ら の アン テ ナ か ら 離 れ 
た 場所 へ 移動 させ て くだ さい 。 


直射 日 光 や スト ー ブ な どの 火気 ・ 熱 気 の 近 
く で の 使用 ・ 保 管 は し な いで くだ さい 。 

ほこ り の 多い 場所 で の 使用 ・ 保 管 は し な い 
で くだ さい 。 


本 製品 は 必ず イス に 腰掛 け て 使用 し 、 絶 対 
に 製品 の 上 に 立た な いで くだ さい 。 

毛 足 の 長い 級 穫 な どの 上 で は 使用 し な いで 
くだ さい 。 誤 作 動 を 起こ す 恐 れ が あり ます 。 
本 製品 の 材質 (ポリプロピレン) を 劣化 させ る 、 
また は 気泡 噴出 穴 が 詰まる 恐れ の ある 沿 剤 
や 薬品 等 は 使用 し な いで くだ さい 。 変形 や 
変色 、 故 障 の 原因 に な り ま す 。 


本 製品 は お 湯 を 中 に 入れ て 使用 し ます の で 、 
床や 周囲 が 濡れ る 恐れ が あり ます 。 電気 製 
品 や 濡れ て は いけ な い 物 な ど が 周囲 に な い 
か どう か 確認 し て くだ さい 。 


保管 * お 手 人 れ に つい て 0 普天 


^、 警告 


⑳⑪ e 保管 場所 は 本 製品 で つま ず か な いよ うな 場 
所 に 置き 、 特 に 小さ い お 子 様 が 勝手 に 触る 
こと の な いよ う 、 必 要 に 応じ て 梱包 等 を 施 
し て くだ さい 。 また 、 直 射 日 光 が 当 た る 場所 
や 高温 ・ 多 湿 な 場所 に は 保管 し な いで くだ 
さい 。 
e お 手入れ の 前 に は 、 電 源 プ ラグ を コン セン ト 
か ら 抜 いて くだ さい 。 感電 の 恐れ が あり ます 。 


e 長期 間 保管 され 、 再 び 使 用 され る 場合 は 、 
本 書 の 注意 及び 警告 事項 を 再 確認 の 上 、 ご 
使用 くだ さい 。 


⑩ e 本 製品 を 長期 に わた り ご 使用 いた だ く た め 、 

定期 的 に 汚れ 等 を 拭き と っ て くだ さい 。 そ 

の 際 、 シ ン ナ ー 系 や 酸 系 の 強い 洗剤 で の お 
手入れ は お 避け くだ さい 。 


電動 機器 の 警告 事項 


ーー 本 製品 は AC100V 電 源 を 使用 し ます 一 一 


* ご 使用 後 は 、 必 ず 操 作 ダ イヤ ル を 「0」 に 戻し 、 
電源 ボタ ン を 切っ て くだ さい 。 
e ご 使用 に な ら な い 時 や 、 雷 が 鳴り 出し た と き に は 、 
プラ グ を コン セン ト か ら 抜 いて くだ さい 。 故障 や 、 
感電 ・ 漏 電 ・ 発 火 の 原 因 に な り ま す 。 


直射 日 光 の 当たる 場所 や 湿気 の 多い 場所 、 替 

〇 ① 器具 の 近く 、 屋 外 に は 設置 し な いで くだ さい 。 
故障 や 感電 ・ 漏 電 ・ 発 火 の 原因 に な り ま す 。 
室温 が 10C 以 下 ・35C 以 上 の 状態 で は ご 使 
用 に な ら な いで くだ さい 。 正常 に 作動 し な く な 
る 恐 れ が あり 、 製 品 の 劣化 も 早め ます 。 


本 製品 に タオ ル や 毛布 な ど を か けた 状態 で 通電 
させ な いで くだ さい 。 故障 や 発火 の 原因 に な り ま す 。 
本 製品 を 水 ま た は 他 の 液体 に 浸し た り し な い 
で くだ さい 。 また 、 お 風呂 場 な どの 湯気 ・ 湿 気 
の 多い 場所 で の 使用 ・ 保 管 は し な いで くだ さい 。 
故障 や 、 感 電 ・ 漏 電 ・ 発 火 の 原 因 に な り ま す 。 
本 製品 の 中 に 足 を 入れ た まま で 、 電 源 プ ラグ 
を コン セン ト か ら 抜 き 差 し し な いで くだ さい 。 
感電 ・ 漏 電 の 原因 に な り ま す 。 


コン セン ト か ら プ ラグ を 抜き 差し する と き に は 、 
絶対 に 濡れ た 手 で 触っ た り 、 コ ー ド を 引っ 張っ 
た り し な いで 、 必 ず プ ラグ を つか ん で コン セン 
〇 ① ト か ら 抜 いて くだ さい 。 また 、 電 源 コ ー ド や プ 
ラグ が 傷ん だ り 、 プ ラグ の 差し 込み が ゆる ん だ 
状態 の まま で の ご 使用 は し な いで くだ さい 。 
故障 や 、 感 電 ・ 漏 電 ・ 発 火 の 原 因 に な り ま す 。 
製品 を 落下 や 冠水 させ て 破損 し た 場合 、 絶 対 に 使 
用 し な いで 当社 サー ビス セン ター に ご 連絡 くだ さい 。 


本 製品 の 分 解 ・ 改 造 は 行わ な いで くだ さい 。 
故障 や 、 感 電 ・ 漏 電 ・ 発 火 の 原 因 に な り ま す 。 


修理 に つき まし て は 、 ま ず 当 社 サ ービス セン タ 
⑲ ー ま で ご 相談 くだ さい 。 


* 万 一 、 故 障 その 他 の トラ ブル が 発生 し た 場合 に は 、 
お 手数 で も 弊社 サー ビス セン ター (フリ ー ダ イヤ 
ル 01820-30-4515) ま で ご 相談 くだ さい 。 

お 買い 上 げ 日 より 1 年間 を 過ぎ た 製品 で 、 購 入 日 が 
弊社 に て 確認 で きる 場合 は 有償 に て の 点検 サー ビ 
ス も 行っ て お り ま す の で 、 お 気軽 に 弊社 サー ビス セ 
ンタ ー ま で ご 相談 くだ さい 。 

この 取扱 説明 書 及 び 保 証書 は 、 1 0 年 間 保 管 さ れ ま 
す よ うお 願い し ます 。 紛失 され た 場合 、 再 発行 ほお 
受け し か ね る こと が あり ます 。 


音 部 の 名 称 ・ 機 能 説 明 


梱包 を あけ まし た ら 組 み 立て を 行う 前 に 、 
必ず 各 付属 品 が 揃っ て いる か ご 確認 くだ さい 。 


操作 ダイ ヤル や 回 転 ア タッ チ メ ン ト 上 に は 、 水 


操作 ダイ ヤル を か け な い で くだ さい 。 故障 の 原因 に な り ま す 。 
3 種類 の マッ サー ジ メ ニ ュー を 簡単 操作 で 


選択 で きよ す 。 ジジ 
記 語 7 語 門 ウ 
あ 


SS で 血行 を 促進 させ る 振動 は マッ サー ジ 
ニー 効果 が 高く 冷え 性 の 方 に も 最適 で す 。 


3 de 回 転 ア タッ チ メ ン ト 

上 は 回 転 。 下 は 固定 。 
お 湯 の 温 度 を マッ サー ジ は も ちろ ん 
冷め に くく し ます 。 面倒 な 足 の お 手入れ も 
※ あ くま で も \ )) 簡単 に で きま す 。 

“お 湯 を 冷め に くく する " も の で 、 

“お 湯 の 温 度 を 一 定 に 保つ " 機能 

で は あり ませ ん 。 


細か い 気 泡 が 指 の 間 や 足 の 裏 へ 

すみ ずみ 届い て 疲れ や 汚れ を 落と し ます 。 ) 

※ 本 機 を 水平 に し な いと 均一 に 気泡 が 出 ま せん 。 排水 口 
足 を 前 後に 動か せ ば  「[ 


本 拓 水 ロ IM 外 か ら 水 - お 湯 を 捨て な いで くだ さい 。 
還 寺 も の 1 リ JL、 : 操作 ダイ ヤル や 回 転 ア タッ チ メ ン ト 上 な どか 
・D ら 本 機内 部 に 水 が 入る と 才 障 の 原因 に な り ます 。 
この 線 以 上 に は 絶対 に また 、 水 を 捨て る と き は 必ず コン セン ト か ら 

水 を 入れ な いで くだ さい 。 電源 プラグ を 抜い て くだ さい 、。 


一 操作 ダイ ヤル に つい て 
保温 十 気泡 
本 製品 は 自動 タイ マー を 内 蔵 し て いま す 。 3 種 


保 温 PND い 類 の 機能 は 、 お 使い に な られ て も 20 分 後に 自 
動 停止 し ます 。 


員 4 [ 
_ "件 誠 1 se 1 回 の ご 使用 で 連続 し て 20 分 以上 ご 使用 に な 
振動 マツ サージ < 3 < 振動 マッ サー ジ ら な いで くだ さい 。 や お を 得 ず 連 続 使用 する 場 
合 は 、 ス イッ チ を 「0」 に 戻し 、 電 源 を 切っ た 状 
態 で 3 分 お いて か ら 使 用 し て くだ さい 。 
また 、 使 用 中 、 他 の 機能 に 切り 替え た 場合 、 タ イ 
マー が リセ ッ ト さ れ て し まい ます 。 使用 中 の ダ 
イヤ ル 切 替 は お 止め くだ さい 。 


カバ ー 上 部 側 は 、 定 を あて る と 
アタ ッ チ メン ト が 回 転 し ます 。 
マッ サー ジ や 足 の 裏 の ケア も 
簡単 に で きま す 。 


マッ サー ジ ボ ー ル 角質 取り 洗浄 ブラ シ 


表面 の ボー ル が か か と な どの 角質 を 簡単 土踏まず や 指 の 間 な どの 
心地 よい 刺激 を 与え ます 。 に 取り 除 ぎ ます 。 汚れ を 取り 除き ます 。 


ー > 
ご 使用 方 法 
画 ご 使用 の 前 に 、 必 ず 次 の 項目 の 確認 を し て くだ さい 。 
・ ご 使用 の 際 に は 、 必 ず 振 動か ら 床 面 を 保護 する 
不燃 性 の マッ ト 等 を 敷き ます 。 


- イス と 定 拭き 用 の タオ ル を 用 意 し ます 。 


. 本 製品 を イス の 前 に 置き 、 実 際 に 腰掛 けた 状態 で 
位置 を 決め ます 。 


・ 操作 ダイ ヤル が 「0」 の 位置 に き て いる の を 確認 
し て か ら 電 源 プ ラグ を コン セン ト に 差し 込み ます 。 


・ 水 また は 適温 の お 湯 を 本 製品 内 側 の 「 水 位 目安 線 」 
まで 注ぎ 入れ ます 。 


※ お 湯 を 注ぐ 際 に は 内 側 浴槽 以外 、 特 に 操作 ダイ ヤル や 回 転 ア タッ チ メ ン ト 上 に か か ら な いよ う 、 ご 注意 くだ さい 。 
※ 入 浴 の 際 に 適温 と いわ れ て いる 42 度 前 後 の お 湯 を 入れ て くだ さい 。 

本 製品 の 「 保 温 機 能 」 は あく まで も “お 湯 を 冷め に くく する " も の で 、 “お 湯 の 温 度 を 一 定 に 保つ " 機能 で は あり ませ ん 。 
画 ご 使用 方 法 
1. 操作 ダイ ヤル で お 好み の 機能 を 選択 し ます 。 
ら . 中 に 入れ た 足 を 前 後に 動か す と 、 マ ッ サ ー ジ ロー ラー が 回 転 し ます 。 

また 、 セ ッ ト し た アタ ッ チ メン ト で お 好み の 足 ケ ア が で きま す 。 

3. 停止 後 ま た は 終了 する 時 は 、 必 ず 操 作 ダ イヤ ル を 「0」 の 位置 に 戻し て くだ さい 。 


4. 使用 し た 水 ま た は お 湯 を 捨て る 時 は 、 他 の 部 分 が 濡れ な いよ うに 注意 し 、 
排水 口 か ら ゆ っ くり と 捨て て くだ さい 。 


※ 1 回 の ご 使用 で 連続 し て ら 0 分 以上 ご 使用 に な ら な いで くだ さい 。 (内 蔵 タ イマ ー で ら 20 分 後に 自動 停止 し ます 。 ) 


※ マッサー ジロ ー ラ ー を お 使い の 際 、 激 し く 足 を 動か され ます と 、 水 また は お 湯 が 外 に こぼれ る 恐れ が あり ます 。 
水面 の 状態 を 見 な が ら ゆ っ くり と お こ な っ て くだ さい 。 
また この 時 、 足 に 力 を 入れ 過ぎ な いで くだ さい 。 本 体 に 負担 が か か り 、 故 障 の 恐れ が あり ます 。 


※ お 風呂 場 な どの 湯気 ・ 湿 気 の 多 い 場 所 で の ご 使用 は お 止め くだ さい 。 


お 手入れ 方 法 


@ ご 使用 後 は 水 ま た は お 湯 を 捨て た 状態 で 、 操 作 ダ イヤ ル で 「 保 温 十 気 泡 マ ッ サ ー ジ 」 を 選び 、 空 気 を 出し て 中 に 残っ た 
水 を 完全 に 出し て くだ さい 。 その 後 、 水 先 を 拭き 取り 、 し ば らく お いて 良く 乾かし て くだ さい 。 


人 @ 浴 剤 等 を 使用 し た 場合 は 、 一 度 そ れい な 水 に 入れ 替え 、 操 作 ダ イヤ ル で 「 保 温 十 気泡 マッ サー ジ 」 を 選び 、 数 分 作動 させ 
その 後 、 通 常 通り 水 を 完全 に 出し 、 水 気 を 拭き 取り 、 良 く 乾 か し て くだ さい 。 
(気泡 の 穴 が 詰まる 恐れ が ある 浴 剤 の 使用 は お 止め くだ さい 。 使用 可能 な 浴 剤 で も 入れ すぎ に ご 注意 くだ さい 。 ) 


@ 上 部 カバ ー や 回 転 ア タッ チ メ ン ト 、 マ ッ サ ー ジ ロー ラー は 取り 外し 可能 で す 。 
本 製品 を 長期 に わた り 清潔 ・ 快 適 に お 使い いた だ く た め 、 定 期 的 に 汚れ 等 を 
拭き 取っ て くだ さい 。 
また 、 汚 れ 等 が 落ち な い 場 合 は 、 中 性 洗剤 の うす め 液 で 拭き 取っ て くだ さい 。 
この 時 、 本 製品 を 水 ま た は 他 の 液体 に 浸し た り し な いで くだ さい 。 間 
(シン ナー 系 や 強い 酸性 の 洗剤 で の お 手入れ は お 止め くだ さい 。 マツ サ ー ジ ロー ラー 
シミ や 変形 の 原因 に な り ま す 。 ) 


@ 本 体 、 付 属 品 な ど は 、 次 回 の 使用 に 支障 の な いよ うに 洗浄 し て いた だ き 、 湿 気 の 少 な いと ころ に 整理 ・ 保 管 し て くだ さい 。 
久地 球 環境 保護 の た め 、 廃 棄 す る 場合 は その まま 放置 し な いで 各自 治 体 の 取り 決め に し た が っ て くだ さい 。 


